
◆企 画 名  ちょっと早めのお正月会 

日  程  平成 24年 12月 19日（水） 

場  所  総合学生会館凜風館 1階 ピア・コミュニティルーム 

参加者数  15 名（ピア・サポータ 2名、研修生 6 名、日本人学生 4名、留学生 3名）  

目  的 

日本の正月を体験する機会を提供することで、留学生の日本文化に対する興味・関心を深

めてもらう。さらに日本人学生にも、日本文化を再認識してもらい、留学生との交流を通し

て異文化を学びながら、自国の文化の大切さを理解してもらう。また、元旦前に和紙を作成

することで、日本の風物詩である年賀状を作るきっかけを提供する。 

内  容 

13:30 会場設営 

15:00 企画開始 

    はじめの挨拶 

    自己紹介 

15:15 和紙作り 

16:10 こま回し 

16:25 福笑い 

16:45 かるた 

16:55 終わりの挨拶 

17:00 企画終了 

感  想 

本イベントでは、和紙作り中もお正月遊びを体験している際も、終始留学生と日本人学

生とが和気あいあいと交流できていました。福笑いでは、おかめの顔を初めの段階で逆さ

まにして、髪の毛を髭にみたてた人もおり、その留学生ならではの斬新なアイデアと完成

品に、私たちブリッジメンバーも楽しませてもらいました。また、カルタは最初の文字が

ちゃんと聞き取れさえすれば留学生も日本人学生も同等に競えるので、お互い手加減なし

にゲームが進んだのですが、結果留学生が大量のカルタを獲得したのには正直びっくりさ

せられました。多くの人と交流できるイベントも良いものですが、今回のようにやや小規

模なイベントで、国や文化について深く話し合うことの良さにも気づかされるイベントで

した。 

改善点 

・企画にとりかかるのが遅れた。 

・寮で似たイベントがあったり、スピーチコンテスト前日であることに起因してか、参加

人数が少なかった。 

・担当者同士の時間割がなかなか合わず、直接会って話し合う時間の確保が困難だった。 

・和紙乾燥のドライヤー所要時間が長かった。 

・和紙作りの際に、スピードの個人差が大きかった。 

 


